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一
月
十
八
日
に
招
集
さ
れ
た
第
一
六
九
回

通
常
国
会
に
お
い
て
、
福
田
康
夫
内
閣
総
理

大
臣
が
施
政
方
針
演
説
で
、「
農
聖
」
石
川
理

紀
之
助
の
言
葉
を
引
用
し
、
粘
り
強
く
全
力

で
国
政
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

ど
ん
な
時
も
決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

く
、
結
果
を
出
す
ま
で
努
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
唱
え
た
「
井
戸
を
掘
る
な
ら
、
水
が

湧
く
ま
で
掘
れ
」
や
「
何
よ
り
も
得
が
た
い

の
は
信
頼
で
あ
る
。
進
歩
と
は
厚
い
信
頼
で

で
き
た
巣
の
中
で
す
く
す
く
育
つ
の
だ
」
と

い
う
石
川
翁
が
残
し
た
言
葉
や
文
献
を
用
い
、

「
信
頼
と
い
う
巣
を
、
国
民
と
行
政
、
国
民
と

政
治
の
間
に
つ
く
り
た
い
。
私
は
ど
ん
な
困

難
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
全
力
で

結
果
を
出
す
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

演
説
の
最
後
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

常
に
地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
指
導
を
行
い
、

自
ら
貧
農
体
験
を
す
る
こ
と
で
農
民
の
信
頼

を
得
る
な
ど
、
農
村
救
済
活
動
に
生
涯
を
か

け
た
郷
土
の
偉
人
・
石
川
理
紀
之
助
。
自
ら

進
ん
で
実
践
し
、
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
言

葉
の
数
々
や
生
き
方
が
、
没
後
お
よ
そ
百
年

経
っ
た
今
も
な
お
、
私
た
ち
の
心
に
生
き
続

け
、
国
、
そ
し
て
私
た
ち
の
進
む
べ
き
道
を

示
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

●
石
川
理
紀
之
助

り

き

の

す

け

秋
田
郡
小
泉
村
（
現
秋
田
市
金
足
小
泉
）

の
奈
良
周
喜
治
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
21

歳
の
時
に
秋
田
郡
山
田
村
（
現
潟
上
市
昭
和

豊
川
山
田
）
の
石
川
長
十
郎
に
婿
養
子
入
り
。

県
の
農
業
行
政
に
従
事
し
、
米
質
改
善
指
導
、

種
子
交
換
会
（
現
在
の
県
種
苗
交
換
会
）
の

創
設
な
ど
、
多
く
の
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

二
県
八
郡
四
十
九
カ
町
村
の
経
済
調
査
、
土

壌
調
査
を
行
い
、
七
百
三
十
余
冊
か
ら
な
る

「
適
産
調

て
き
さ
ん
し
ら
べ

」
を
著
し
た
ほ
か
、
歌
人
と
し
て

も
優
れ
た
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

潟
上
市
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
（
石
川
翁

資
料
館
・
昭
和
豊
川
山
田
）
に
は
、
石
川
翁

の
遺
跡
と
遺
著
、
遺
稿
、
収
集
物
の
ほ
か
、

教
育
に
も
力
を
入
れ
た
当
時
の
資
料
が
数
多

く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
田
内
閣
総
理
大
臣
が
施
政
方
針
で
引
用 

郷
土
の
偉
人
・
石
川
理
紀
之
助
が
残
し
た
言
葉 

 『
井
戸
を
掘
る
な
ら 

　
　
水
が
湧
く
ま
で
掘
れ
』 

第169回通常国会
福田内閣総理大臣
施政方針演説
（一部抜粋）

私は日本人の力を信じていま
す。日本人は、目前に困難があ
ろうとも、必ずや未来を切り拓
く、その力があると確信してい
ます。
「井戸を掘るなら、水が湧く

まで掘れ」、明治時代の農村指導
者である、石川理紀之助の言葉
です。疲弊にあえぐ東北の農村
復興にその生涯を捧げた人物で
す。彼はどんな時も決して諦め
ることなく、結果を出すまで努
力することの大切さを教えまし
た。
そして彼は、様々な事業にお

いて、「何よりも得難いのは信頼
である。進歩とは、厚い信頼で
できた巣の中ですくすく育つの
だ」とも述べています。
私は、本日申し上げました政

策を推進するに当たり、どんな
困難があろうとも、諦めずに全
力で結果を出す努力をしてまい
ります。そして、活力ある日本、
世界に貢献する日本へと進歩す
るためにも、進歩を育む信頼と
いう巣を、国民と行政、国民と
政治の間につくってまいりたい
と思います。

（
１
８
４
５
年
〜
　

１
９
１
５
年
）
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潟上市福祉灯油購入費助成事業 

 灯油購入費の一部を 
               助成します 

市では、石油価格の高騰による経済的負担の軽減を図り、冬期間の生活を支
援するため、次の要件を満たす高齢者世帯、重度障害者世帯、ひとり親世帯に
平成19年度に限り、灯油の購入等にかかる費用の一部を助成します。
また、助成を受けるには申請が必要ですので、要件に該当する方は、受付場
所で申請をしてください。

■
対
象
世
帯

○
世
帯
員
全
員
の
平
成
19
年
度
市
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯

○
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
（
基
準
日
）
に
お
い

て
、
潟
上
市
に
居
住
し
て
い
る
世
帯

以
上
の
２
つ
す
べ
て
に
該
当
し
た
ほ
か
、
次

の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
（
施

設
入
所
者
・
長
期
入
院
等
で
基
準
日
以
降
１
カ

月
以
上
不
在
の
世
帯
は
除
く
）

①
高
齢
者
世
帯

基
準
日
に
お
い
て
満
70
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯

【
満
70
歳
以
上
の
方→

昭
和
13
年
１
月
２
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
】

②
重
度
障
害
者
世
帯

身
体
障
害
者
手
帳
〔
１
級
・
２
級
〕、
療
育
手

帳
〔
Ａ
判
定
〕、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

〔
１
級
〕
を
所
持
し
て
い
る
方
の
い
る
世
帯

③
ひ
と
り
親
世
帯

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
、
18
歳
未
満
（
平
成
元

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
世
帯
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
父
子
家
庭

等
の
世
帯

※
①
〜
③
の
要
件
で
、
事
実
上
、
他
の
世
帯
と
同

居
し
て
い
る
方
で
市
民
税
課
税
世
帯
は
除
き
ま

す
。

■
助
成
金
の
額

○
高
齢
者
世
帯
お
よ
び
重
度
障
害
者
世
帯

【
１
世
帯
１
万
円
】

○
ひ
と
り
親
世
帯
【
１
世
帯
５
千
円
】

※
助
成
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
う
え
申
請

者
に
通
知
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す

■
助
成
金
申
請
の
受
付

◆
受
付
期
限
　
２
月
29
日
（
金
）

◆
受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
受
付
場
所

潟
上
市
福
祉
事
務
所
（
昭
和
庁
舎
）

天
王
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

追
分
出
張
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
福
祉
事
務
所
内

社
会
福
祉
課
（
1
８
５
５
―
５
１
１
２
）

高
齢
福
祉
課
（
1
８
５
５
―
５
１
１
３
）
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■
申
告
が
必
要
な
方

○
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
、
一
時
、

譲
渡
所
得
な
ど
の
何
ら
か
の
収
入
が
あ
っ

た
方

○
給
与
所
得
者
で
…
給
与
以
外
の
収
入
が
あ

っ
た
方
。
退
職
等
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い

な
い
方
。
２
カ
所
以
上
の
勤
務
先
か
ら
給

料
の
支
払
い
が
あ
っ
た
方
。
勤
務
先
か
ら

潟
上
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
方
（
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
な
ど

○
公
的
年
金
の
受
給
者
で
…
社
会
保
険
料
、

扶
養
控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
。
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た

方
な
ど

○
所
得
税
・
住
民
税
を
納
め
て
い
る
方
で
、

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
控
除
、
雑
損

控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
方

○
所
得
の
な
か
っ
た
方
（
学
生
だ
っ
た
、
扶

養
さ
れ
て
い
た
、
病
気
療
養
中
だ
っ
た
、

失
業
中
だ
っ
た
、
遺
族
年
金
や
障
害
者
年

金
等
の
非
課
税
年
金
の
み
の
収
入
し
か
な

か
っ
た
な
ど
）

※
申
告
が
な
い
場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
で
あ
れ
ば
国
保
税
の
軽
減
制
度
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
社
会
保
険
な
ど
の

扶
養
に
な
る
際
に
必
要
な
課
税
（
非
課
税
）

証
明
や
所
得
証
明
等
が
発
行
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
無
収
入
で
も
電
話

等
に
て
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

◇
収
入
・
経
費
の
資
料

●
給
与
収
入
の
あ
る
方
…
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
（
原
本
）
や
収
入
証
明
書
（
勤
務

先
で
発
行
）

●
年
金
収
入
の
あ
る
方
…
年
金
の
源
泉
徴
収

票
の
原
本
（
毎
年
１
月
中
に
ハ
ガ
キ
で
郵

送
さ
れ
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は
、
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
で
再
発
行
で
き
ま

す
）

●
事
業
収
入
の
あ
る
方
（
営
業
・
農
業
・
不

動
産
所
得
等
）
…
収
支
内
訳
書
あ
る
い
は

収
入
・
経
費
が
分
か
る
書
類

●
そ
の
他
の
収
入
（
一
時
・
譲
渡
・
雑
所
得

等
）
…
一
時
所
得
の
生
命
保
険
満
期
金
で

あ
れ
ば
保
険
会
社
発
行
の
証
明
書
、
譲
渡

所
得
で
あ
れ
ば
売
買
契
約
書
や
譲
渡
費
用

の
分
か
る
書
類
な
ど
、
い
ず
れ
も
収
入
・

経
費
が
分
か
る
書
類

◇
所
得
控
除
の
資
料

●
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
…
支
払
保

険
料
の
領
収
書
（
国
保
税
、
国
民
年
金
保

険
料
、
介
護
保
険
料
、
農
業
者
年
金
掛
金
、

社
会
保
険
任
意
継
続
な
ど
）

●
生
命
保
険
、
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る

方
…
生
命
保
険
・
個
人
年
金
保
険
料
、
地

震
保
険
料
（
旧
長
期
損
害
保
険
料
）
の
控

除
証
明
書

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
…
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
や
保
険
等
か
ら
の
補
て
ん

金
が
あ
る
場
合
は
金
額
が
分
か
る
書
類

（
こ
の
「
補
て
ん
金
」
は
高
額
療
養
費
や

生
命
保
険
等
の
入
院
給
付
金
な
ど
を
指
し

ま
す
）

●
雑
損
控
除
等
そ
の
他
の
控
除
…
支
払
っ
た

費
用
が
分
か
る
書
類
や
証
明
書
等
（
用
意

す
る
書
類
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
そ
の
他
持
参
す
る
も
の

○
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
税
務
署
か
ら
郵

送
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
確
定
申
告
書

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
印
鑑
（
認
め
印
で
け
っ
こ
う
で
す
が
、
申

告
し
て
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
は
金

融
機
関
名
と
口
座
番
号
が
必
要
で
す
。
所

得
税
が
新
た
に
課
税
さ
れ
る
方
で
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
口
座
番
号
と

通
帳
印
が
必
要
で
す
）

平成20年度「市民税・県民税および所得税の申告相談」が、２月６日
から３月17日まで行われます。申告の対象となるのは、平成19年１月
１日から平成19年12月31日までの所得および控除です。
この申告結果は、市・県民税額を決定するだけではなく、国民健康保
険税や介護保険料、保育料、会社の扶養手当等を決定するのに必要なと
ても重要なものですので、適正な申告をお願いします。申告相談の日程
や会場は、6ページに掲載しています。

●税の申告相談・お問い合わせは…潟上市税務課（1878－9803）
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★
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
方

税
源
移
譲
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成
11
年

か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合

は
、
申
告
す
る
こ
と
で
翌
年
度
の
住
民
税
か

ら
そ
の
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
部
分
を
控
除

で
き
ま
す
。
申
告
方
法
は
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
方
と
提
出
し
な
い
方
で
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方
（
年
末

調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
申
請
さ
れ
た

方
）

平
成
20
年
３
月
17
日
ま
で
、
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）、
住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
証
明
書

の
控
え
、
ま
た
は
年
末
残
高
の
分
か
る
書
類
、

認
め
印
を
持
参
し
、
市
役
所
税
務
課
（
天
王

庁
舎
の
み
受
付
で
き
ま
す
）
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
申
告
相
談
期
間
中
の

水
曜
日
の
17
時
か
ら
19
時
ま
で
は
、
昭
和
・

飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
（
事
業
所

得
の
方
や
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
の
際

に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
申
請
し
て
い
な
い

方
）

所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
や
税

務
署
の
相
談
会
場
で
申
告
相
談
す
る
方
は
確

定
申
告
書
と
同
時
に
作
成
で
き
ま
す
。

★
所
得
が
大
幅
に
減
少
し
た
方

平
成
18
年
分
の
所
得
税
は
課
税
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
が
課
税

さ
れ
な
い
程
度
し
か
所
得
を
有
し
な
く
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
税
源
移
譲
に
伴
い
、
所

得
税
が
減
る
効
果
を
受
け
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
住
民
税
は
増
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
方
へ
の
措
置
と
し
て
、
平
成
19

年
度
分
の
住
民
税
を
税
源
移
譲
前
の
従
来
の

税
率
で
計
算
し
た
税
額
ま
で
減
額
（
還
付
）

で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
申
請
の
受
付
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か

ら
平
成
20
年
７
月
31
日
ま
で
に
市
役
所
に
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
自
体
は
た

い
へ
ん
簡
単
な
も
の
で
す
の
で
、
該
当
す
る

方
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

★
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

損
害
保
険
料
控
除
に
代
わ
っ
て
、
地
震
等

の
損
害
に
よ
り
生
じ
た
損
失
を
て
ん
補
す
る

保
険
料
等
を
控
除
す
る
、
い
わ
ゆ
る
地
震
保

険
料
控
除
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

経
過
措
置
と
し
て
平
成
18
年
末
ま
で
に
契
約

を
結
ん
だ
旧
長
期
損
害
保
険
料
の
う
ち
一
定

の
額
は
、
地
震
保
険
料
控
除
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
農
業
所
得
標
準
の
廃
止

農
業
所
得
の
計
算
で
、
比
較
的
小
規
模

（
作
付
け
面
積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
）
の
方

で
収
支
計
算
が
困
難
な
場
合
、
申
告
の
目
安

と
し
て
「
農
業
所
得
標
準
」
を
適
用
し
て
計

算
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
計
算
方
法
が
平
成

18
年
分
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
の
申
告
は
す
べ
て
収
支
計
算
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
住
民
税
・
平
成
19
年
分
所
得
税

税
制
改
正
に
よ
る

主
な
変
更
点

秋田北税務署から
確定申告書作成会場を

ポートタワーセリオンに開設
秋田北税務署の確定申告会場は、昨年同様、ポートタワー
セリオン（秋田市土崎港西）に開設します。税務署には作成
会場を設けていませんので、ご注意ください。

●開設期間　２月１日（金）～３月17日（月）
土・日曜日、祝日を除く

●開設時間　９時～16時
●お問い合わせは…秋田北税務署（1845－1161）
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〜 

　月日(曜日) 　　　　　　　　　　　地域及び自治会名等  　　　会　場   
 ２月６日(水) 天　王 出戸浜、出戸新町 出戸新町ことぶき荘 
 

７日(木) 天　王
 細谷、上出戸、三軒屋、下出戸、上谷地、棒沼台  

出戸新町ことぶき荘  
   棒沼台ぶどう苑 
 ８日(金) 天　王 二田二区、二田三区、二田四区、蒲沼、鶴沼台 二田農村婦人の家   
 12日(火) 天　王 江川、八坂団地 江川ことぶき荘 
 13日(水) 天　王 塩口、渋谷 塩口ことぶき荘  
 14日(木) 天　王 神明町、東湖町 天王ことぶき荘  
 15日(金) 天　王 本町、荒町、上荒町、下町、上曲町、下曲町、旭町 天王ことぶき荘  
 18日(月) 天　王 羽立、中羽立 羽立ことぶき荘  
 19日(火) 天　王 大崎 大崎ことぶき荘 
 20日(水) 昭　和 新関、下谷地 湖南交流センター 
 21日(木) 昭　和 野村、白洲野、蓮沼 湖南交流センター  
 22日(金) 昭　和 天神下、大郷守、大清水、大清水北野 湖南交流センター 
 24日(日) 　　　　　　　　　　　潟上市全域 天王庁舎  
 25日(月) 昭　和 新薬、仁山、小泉、羽白目、岡井戸 上虻川農事集会所 
 26日(火) 飯田川 羽立一、羽立二、羽立三、神明上、神明下 飯田川庁舎 
 27日(水) 飯田川 中町一、中町二、土手一、土手二、八ツ口、旭町 飯田川庁舎 
 28日(木) 飯田川 新道上、新道下、飯塚上、飯塚下 飯田川庁舎 
 29日(金) 飯田川 飯塚浜上、飯塚浜下、住宅、飯塚駅前 飯田川庁舎 
 ３月２日(日) 　　　　　　　　　　　潟上市全域 飯田川庁舎 
 

３日(月)
 飯田川 寺ノ下、岩崎、山根、高田、和田、柳田 飯田川庁舎 

  天　王 追分西西、追分西上、追分西緑町、追分西住宅、上北野 追分出張所 
 

４日(火)
 飯田川 矢坂、妹川浜、宮下、金山 飯田川庁舎 

  天　王 長沼団地、向陽町、牛坂、追分 追分出張所 
 

５日(水)
 天　王 二田一区、二田駅前、二田栄町、二田新町 天王公民館 

  昭　和 駅前、元木、宮の前、四季の街 昭和庁舎  
 

６日(木)
 天　王 児玉、羽立北野、塩口北野 天王公民館 

  昭　和 乱橋、八丁目、佐渡、アミダ堂、上町、中町 昭和庁舎  
 

７日(金)
 　　　　　　　　　　　潟上市全域 天王公民館 

  昭　和 山神、下町、古川、川向 昭和庁舎  
  　　　　　　　　　　　潟上市全域 天王公民館 
 10日(月) 

昭　和
 船橋、槻木、荒屋、荒長根、株山、真形、草生土 

   竜毛、田屋、山田 
昭和庁舎  

 11日(火) 
　　　   　　　　　　　　　　　

潟上市全域
 天王公民館 

 14日(金)   昭和庁舎  
 17日(月)    
 ※申告相談期間中の水曜日には17時から19時まで昭和・飯田川庁舎の総合窓口センターおよび税務課（天王庁舎）
で、住宅ローン控除申告書の提出と住宅ローン控除についてのみの相談を受付します。 

※相談期間中、市役所天王庁舎の税務課、各庁舎総合窓口センター、追分出張所では申告相談は受付していません。
ただし、自書による申告書（確定申告書・住民税申告書）を提出するため持参された場合や住宅ローン控除申告書
の提出、住宅ローン控除のみの相談は税務課で受付します。 

　受付時間：９時30分～16時 
 
※天王庁舎・天王公民館・昭和庁舎・飯田川庁舎での 

　受付時間は９時から16時です。 

平成20年度 

相談日程 相談日程 
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昨年まで市で実施していた基本健康診査が、平成20年度から、生活習
慣病の前段階であるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の早
期発見に向けた「特定健診」に変わります。
また、特定健診で生活習慣病の危険が見つかった人には、「特定保健指
導」を行い、生活習慣の改善を支援します。
詳細については、今後、広報等でお知らせします。

●お問い合わせは…潟上市健康課（1855－5115）

◆
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
に
役
立
つ

「
特
定
健
診
」

生
活
習
慣
病
で
あ
る
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中

な
ど
は
、
日
本
人
の
死
因
の
約
６
割
、
そ
し
て
国

民
医
療
費
の
３
割
を
占
め
る
と
い
う
深
刻
な
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

食
生
活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
な
ど
に
よ
り
発
生

す
る
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
無
い
た
め
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
悪
化
し
、
医
療
費
の
高

騰
を
招
く
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
登

場
し
た
の
が
生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で
あ
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

る
「
特
定
健
診
」
で
す
。

◆
対
象
は
40
歳
〜
74
歳
の
す
べ
て
の
人

特
定
健
診
の
対
象
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
す
べ

て
の
人
で
、
特
に
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
内

臓
脂
肪
型
肥
満
の
方
に
は
、
健
診
結
果
に
よ
っ
て
、

生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
の
細
か
な
指

導
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
に
は
、「
後
期
高
齢
者
健

康
診
断
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆
特
定
健
診
の
実
施
者
は
各
医
療
保
険
者

特
定
健
診
は
、
医
療
保
険
者
が
実
施
の
義
務
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

40
歳
以
上
の
方
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
市
の
国
保
か
ら
、
ま
た
会
社
の
健

康
保
険
等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
会
社
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
「
特
定
健
診
」
の
受
診
券
が
発
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。
こ
の
受
診
券
は
み
な
さ
ん
が
特
定

健
診
を
受
け
る
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
特
定
健
診
の
項
目

問
診
、
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
）、
診
察
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査

（
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
血
糖
検
査
）
な
ど

◆
結
核
検
診
や
が
ん
検
診
な
ど
は

ど
う
な
る
の
？

結
核
検
診
や
各
種
が
ん
検
診
な
ど
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
市
が
実
施
し
ま
す
。
日
程
や
内
容
に
つ

い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

おなかのまわりの内臓に脂肪が蓄
積した内臓脂肪型肥満に加えて、高
血糖、高血圧、脂質異常のうちいず
れか２つ以上をあわせもった状態
を、メタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）といいます。
内臓脂肪が過剰にたまっている

と、糖尿病や高血圧症、高脂血症と
いった生活習慣病を併発しやすくな
ってしまうのです。しかも、「血糖
値がちょっと高め」「血圧がちょっ
と高め」といった、まだ病気とは診
断されない予備群でも、併発するこ
とで、動脈硬化が急速に進行します。



＋ ＝ 
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
新
し
い
医
療
保
険
制
度
の「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
、４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。こ
の
老
人
保
健
医
療
制
度
に
代
わ
る
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、75
歳
以
上（
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

は
65
歳
以
上
）の
す
べ
て
の
方
で
す
。 

　
広
報
か
た
が
み
12
月
１
日
号
で
そ
の
概
要
に
は
触
れ
ま
し
た
が
、今
回
は
保
険
料
の
納
付
方
法
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、こ
の
度
、制
度
の
概
要
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
時
に
配
布
し
ま
し
た
の

で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　納付書で納付（普通徴収） 

・年金が年額18万円未満の方 

・介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える方 
　天引き以外は７月から郵送される納付書にて納めていただきます。後期高齢

者医療の被保険者は、今までの国民健康保険税や社会保険料を支払わず、新たに

後期高齢者医療の保険料を支払うことになります。 

※所得が低い方は「均等割額」が７割、５割、２割軽減されます。 
※上限額（賦課限度額）は50万円。 

保険料 

保
険
料 

保
険
料 

●保険料は後期高齢者（被保険者） 
　全員が納めます 
　これまでは、被保険者が加入している医

療保険にそれぞれが保険料（または国民健

康保険税）を納付したり、社会保険などの

被扶養者は保険料の負担がなかったりし

ましたが、後期高齢者医療制度では、被保

険者一人ひとりが保険料を納めることに

なります。 

均等割額 
（被保険者１人あたり定額） 

38,426円 

所得割額 
（被保険者の所得に応じて計算） 
基礎控除後の所得金額の7.12％ 

仮　徴　収 

４月（１期）　６月（２期）　８月（３期） 

本　徴　収 

10月（４期）　12月（５期）　２月（６期） 

● 保険料の納め方 
　年金から天引き（特別徴収） 

・年金が年額18万円以上の方 
　保険料については、４月から天引き（差

し引き）されます。（社保等の扶養の方

の保険料は9月分までの半年間徴収され

ません。10月以降の半年間は均等割額

の20分の1の額（月額1,900円）を納付

していただきます。） 
（注）１月現在以降に国民健康保険または国民健康保険組合から社保等の扶養に
なった場合は、本来10月以降の徴収になりますが、事務処理上仮徴収として
４月から天引きされます。この場合、後で払い戻し（還付）となりますので
御了承願います。また、社保等の扶養から国民健康保険または国民健康保険
組合になった場合は、本来であれば４月からの天引きとなりますが、国民健
康保険税の課税が６月からなので６月以降の天引きとなります。 

保険料 

年金 

年金から天引き 
（特別徴収） 

年金が年額 
18万円以上の方 

７月（1期）　８月（2期）　９月（3期）　10月（4期）　11月（5期）　12月（6期）　１月（7期）　２月（8期） 
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保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

※年金収入とは、所得ではなく控除前の年金支給額のこと。 
※国保税は、所得割率=11.3%、均等割=27,000円、平等割=34,000円、資産割=25%（固定資産税額=平
均24,000円）とした場合。 

（注）あくまでも目安ですので、世帯員の状況等により金額は異なります。 

※医療機関等で支払う自己負担分を除く。 

●一定の障害のある方（65歳以上） 
　現在、障害認定（65～74歳）により老人保健受給者である方は、３月31日までに市に対し後期高齢者医療制度

の障害認定に係る加入の撤回の申し出をした場合、４月からの後期高齢者医療の被保険者としませんが、年金天引

き予定の方は事務処理上４月支給分は天引きされ、後で払い戻し（還付）となります。 

 

●後期高齢者医療保険料と国保税との比較（参考） 
　現在、国保税を納めている方は所得割、均等割、平等割、資産割があります。後期高齢者医療に移行することに

より、保険料は所得割と均等割のみになります。所得割率は国保税に比べ低く設定されており、均等割は上がるも

のの平等割及び資産割がありませんので、世帯員が後期高齢者のみの場合は納付額は下がるものと見込まれます。

（後期高齢者でない国保の方は国保の資格は変わらず、国保税を納めます。） 

●後期高齢者医療の財源 

国民健康保険税 (H19年度)

所得割 9.3%～11.3% 

均等割 23,500円～27,000円 

平等割 31,000円または34,000円 

資産割 固定資産税額の12.5%または25%

増減額 

 153万円以下 24,300円 11,500円 0円 11,500円 ７割 ▲12,800円 

 168万円 41,200円 22,200円 10,700円 11,500円 ７割 ▲19,000円 

 173万円 77,400円 44,900円 14,200円 30,700円 ２割 ▲32,500円 

 203万円 111,300円 66,300円 35,600円 30,700円 ２割 ▲45,000円 

 213万円 134,800円 81,100円 42,700円 38,400円 ― ▲53,700円 

 253万円 180,000円 109,600円 71,200円 38,400円 ― ▲70,400円 

 300万円 233,100円 143,000円 104,600円 38,400円 ― ▲90,100円 

 388万円 316,100円 195,400円 157,000円 38,400円 ― ▲120,700円 

後期高齢者医療保険料 

7.12% 

38,426円 

なし 

なし 

◎年金収入のみ（世帯主である後期高齢者１人）の場合 

年金収入 国保税額 
所得割 均等割 軽減 

後期高齢者保険料額 

公費　約５割 
国・県・市町村が負担 

後期高齢者の保険料 
１割 
 

後期高齢者支援金　約４割 
75歳未満の方が支払う保険料から支出 

●お問い合わせは… 潟上市市民課（1877-7801） 
 秋田県後期高齢者医療広域連合（1838-0610） 
 ※電話番号はおかけ間違いのないようにお願いします。 
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■
秋
田
県
知
事
表
彰

有
功
章

天
王
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長

菊
　
地
　
啓
　
一

天
王
支
団
第
８
分
団
　
分
団
長

飯
　
嶋
　
睦
　
夫

昭
和
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長

櫻
　
庭
　
岩
　
光

昭
和
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長

原
　
仁
　
光

昭
和
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長

佐
　
藤
　
良
　
次

飯
田
川
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長

田
　
仲
　
　
　
東

30
年
勤
続
章

天
王
支
団
　
副
支
団
長

安
　
田
　
幸
　
男

天
王
支
団
第
２
分
団
　
部
長

田
　
仲
　
　
　
茂

天
王
支
団
第
２
分
団
　
部
長

田
　
仲
　
一
　
人

天
王
支
団
第
３
分
団
　
部
長

藤
　
原
　
秀
　
政

昭
和
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長

原
　
富
　
昭

昭
和
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長

原
　
仁
　
光

昭
和
支
団
第
９
分
団
　
副
分
団
長

川
　
上
　
　
　
誠

昭
和
支
団
第
11
分
団
　
副
分
団
長

佐
　
藤
　
　
　
進

昭
和
支
団
第
12
分
団
　
副
分
団
長

平
　
野
　
清
　
和

25
年
勤
続
章

天
王
支
団
第
４
分
団
　
副
分
団
長

菊
　
地
　
重
　
喜

天
王
支
団
第
５
分
団
　
副
分
団
長

吉
　
田
　
　
　
初

天
王
支
団
第
５
分
団
　
部
長

三
　
浦
　
正
　
人

天
王
支
団
第
７
分
団
　
副
分
団
長

櫻
　
庭
　
由
　
秋

天
王
支
団
第
12
分
団
　
分
団
長

薄
　
田
　
　
　
清

天
王
支
団
第
12
分
団
　
副
分
団
長

菅
　
原
　
　
　
茂

昭
和
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長

鎌
　
田
　
康
　
雄

昭
和
支
団
第
８
分
団
　
部
長

菅
　
原
　
秀
　
樹

昭
和
支
団
第
11
分
団
　
団
員

佐
々
木
　
武
　
仁

昭
和
支
団
第
12
分
団
　
部
長

山
　
田
　
　
　
誠

飯
田
川
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長

淡
　
路
　
寛
　
昭

20
年
勤
続
章

天
王
支
団
第
１
分
団
　
団
員

松
　
村
　
利
　
和

天
王
支
団
第
５
分
団
　
部
長

吉
　
田
　
比
呂
悦

天
王
支
団
第
６
分
団
　
部
長

菅
　
生
　
湯
　
一

天
王
支
団
第
７
分
団
　
班
長

桜
　
庭
　
　
　
新

天
王
支
団
第
８
分
団
　
部
長

佐
々
木
　
廣
　
和

昭
和
支
団
第
１
分
団
　
班
長

菅
　
原
　
権
一
郎

昭
和
支
団
第
３
分
団
　
団
員

菅
　
原
　
　
　
剛

昭
和
支
団
第
６
分
団
　
部
長

伊
　
藤
　
善
　
悦

昭
和
支
団
第
７
分
団
　
部
長

得
　
橋
　
善
　
祐

昭
和
支
団
第
11
分
団
　
班
長

段
　
下
　
正
　
喜

飯
田
川
支
団
第
１
分
団
　
部
長

伊
　
藤
　
　
　
力

飯
田
川
支
団
第
１
分
団
　
部
長

佐
　
藤
　
正
　
美

飯
田
川
支
団
第
５
分
団
　
班
長

三
　
浦
　
等
　
夫

■
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
（
10
年
以
上
）

天
王
支
団
第
２
分
団
　
団
員

菊
　
地
　
真
　
実

天
王
支
団
第
４
分
団
　
団
員

菊
　
地
　
孝
　
之

天
王
支
団
第
８
分
団
　
団
員

山
　
中
　
紀
　
男

天
王
支
団
第
10
分
団
　
団
員

櫻
　
庭
　
正
　
人

天
王
支
団
第
11
分
団
　
団
員

澁
　
谷
　
浩
　
樹

平
成
20
年
　
出
初
式
表
彰
者
（
敬
称
略
）

平成20年 潟上市消防出初式 

新たな決意 新たな決意 
市民の安心・安全確保へ 

 

市民の安心・安全確保へ 

 一月
四
日
、
平
成
二
十
年
潟
上
市
消
防
出
初
式
が
、
天
王
総
合
体
育
館
を
会
場

に
行
わ
れ
、
潟
上
市
消
防
団
三
十
分
団
の
団
員
三
六
〇
人
を
は
じ
め
、
来
賓
多
数

が
参
列
し
ま
し
た
。

式
は
、
市
消
防
団
旗
と
分
団
旗
の
入
場
で
始
ま
り
、
秋
田
県
知
事
表
彰
な
ど
の

各
表
彰
で
は
、
団
員
の
長
年
に
わ
た
る
功
労
を
称
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
石
川
光
男
市
長
が
「
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
、
消

防
・
防
災
事
業
を
推
進
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

来
賓
者
祝
辞
に
続
き
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
飯
田
川
支
団
第
三
分
団
長
の

田
仲
東
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
後
、
鎌
田
健
一
消
防
団
長
が
「
各
種
災
害
か
ら
市
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
防
災
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
緊
急
時
に
即
応
で
き

る
訓
練
と
研
修
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
一
同
が
万
歳
三
唱
を
し
、
消
防
・
防
火
体
制
の
確
立
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
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昭
和
支
団
第
４
分
団
　
団
員

小
　
林
　
克
　
成

昭
和
支
団
第
４
分
団
　
団
員

菅
　
原
　
　
　
淳

昭
和
支
団
第
７
分
団
　
班
長

得
　
茸
　
　
　
勝

昭
和
支
団
第
10
分
団
　
班
長

宮
　
田
　
　
　
一

飯
田
川
支
団
第
１
分
団
　
団
員

伊
　
藤
　
一
　
夫

飯
田
川
支
団
第
２
分
団
　
団
員

伊
　
藤
　
　
　
強

飯
田
川
支
団
第
５
分
団
　
団
員

細
　
谷
　
千
代
志

■
秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿
潟
上

南
秋
支
部
長
表
彰

７
年
勤
続
章

天
王
支
団
第
１
分
団
　
団
員

佐
　
藤
　
真
一
郎

天
王
支
団
第
２
分
団
　
団
員

京
　
谷
　
　
　
誠

天
王
支
団
第
３
分
団
　
団
員

佐
　
藤
　
圭
　
太

天
王
支
団
第
３
分
団
　
団
員

伊
　
藤
　
貴
　
洋

天
王
支
団
第
８
分
団
　
団
員

佐
々
木
　
宏
　
蔵

天
王
支
団
第
８
分
団
　
団
員

佐
　
藤
　
喜
　
秋

天
王
支
団
第
11
分
団
　
団
員

菅
　
生
　
忠
　
良

昭
和
支
団
第
１
分
団
　
団
員

菅
　
原
　
　
　
勝

昭
和
支
団
第
10
分
団
　
班
長

佐
々
木
　
友
　
明

昭
和
支
団
第
10
分
団
　
団
員

佐
々
木
　
　
　
真

昭
和
支
団
第
12
分
団
　
団
員

川
　
上
　
泰
　
法

飯
田
川
支
団
第
２
分
団
　
団
員

菊
　
地
　
　
　
旭

飯
田
川
支
団
第
５
分
団
　
団
員

吉
　
田
　
浩
　
二

優
良
団
員
表
彰

天
王
支
団
第
２
分
団
　
団
員

石
　
黒
　
金
　
悦

天
王
支
団
第
２
分
団
　
団
員

京
　
谷
　
　
　
勝

天
王
支
団
第
２
分
団
　
団
員

戸
　
田
　
勇
　
樹

天
王
支
団
第
２
分
団
　
団
員

西
　
村
　
裕
　
樹

天
王
支
団
第
２
分
団
　
団
員

佐
　
藤
　
　
　
亘

天
王
支
団
第
４
分
団
　
団
員

菊
　
地
　
宗
太
郎

天
王
支
団
第
８
分
団
　
団
員

佐
々
木
　
保
　
一

天
王
支
団
第
８
分
団
　
団
員

加
賀
谷
　
　
　
稔

天
王
支
団
第
８
分
団
　
団
員

佐
々
木
　
　
　
啓

天
王
支
団
第
９
分
団
　
団
員

三
　
戸
　
誠
　
悦

昭
和
支
団
第
４
分
団
　
団
員

菅
　
原
　
久
　
允

昭
和
支
団
第
７
分
団
　
団
員

小
　
林
　
誠
　
喜

昭
和
支
団
第
10
分
団
　
団
員

瀬
　
下
　
貴
　
紀

昭
和
支
団
第
13
分
団
　
団
員

澤
　
井
　
　
　
潤

飯
田
川
支
団
第
１
分
団
　
団
員

伊
　
藤
　
千
　
秋

飯
田
川
支
団
第
１
分
団
　
団
員

伊
　
藤
　
由
香
里

飯
田
川
支
団
第
３
分
団
　
団
員

田
　
仲
　
く
に
子

飯
田
川
支
団
第
３
分
団
　
団
員

門
　
間
　
芳
　
子

飯
田
川
支
団
第
３
分
団
　
団
員

道
　
下
　
邦
　
博

飯
田
川
支
団
第
４
分
団
　
団
員

古
　
戸
　
榮
　
子

飯
田
川
支
団
第
４
分
団
　
団
員

古
　
戸
　
則
　
子

飯
田
川
支
団
第
５
分
団
　
団
員

佐
　
藤
　
留
美
子

飯
田
川
支
団
第
５
分
団
　
団
員

原
　
田
　
真
理
子

■
潟
上
市
長
表
彰

感
謝
状

三
　
浦
　
喜
　
博

（
消
防
用
施
設
用
地
貸
与
）

(

有)

渡
辺
商
事
　
代
表
取
締
役

渡
　
邊
　
講
　
紀

（
消
火
活
動
援
助
）

平成20年潟上市交通指導隊初出式

交通事故死亡者ゼロ
飲酒運転撲滅を目指す
平成20年潟上市交通指導隊初出式が、１月５日、
市役所飯田川庁舎大会議室で行われ、交通指導隊
員25人が参列しました。
式では、はじめに石川光男市長が「潟上市は依
然として飲酒運転検挙率が高く、遺憾に感じてい
る。飲酒運転撲滅を永遠のテーマととらえ、市民、
関係団体と連携を図り、交通事故のないまちづく
りを推進したい」と訓示。続いて、中井光春隊長
が「隊員一同力を合わせ、交通事故死亡者ゼロ、
飲酒運転撲滅に努めたい」と、力強く決意表明を
述べました。
また、この日は式に先立ち、参列者全員で飯田
川下虻川の下虻川神明社で今年の交通安全を祈願
し、安全なまちづくりに向け、気持ちを新たにし
ました。

「
市
民
生
活
の
安
定
に
努
め
た
い
」

と
鎌
田
団
長

潟上市消防団30分団が一堂に会し、無火災達成へ気持ち新たに 潟上市消防団30分団が一堂に会し、無火災達成へ気持ち新たに 

中
井
隊
長
が
力
強
く
決
意
表
明
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天王温泉「くらら」
「鏡開き」で商売繁盛と

無事故祈願の成就を願う

天王温泉「くらら」では、元日の午前７時に「鏡開き」
が行われ、石川光男市長と今年一番乗りの神馬良悦さん
（天王字一向）が酒樽の蓋を２人で威勢よく割って、今年
１年の商売繁盛と無事故祈願の成就を願いました。
石川市長は「今年の一番乗りは『神』が付く神馬さん
で縁起が良い」と喜んでいました。
天王温泉「くらら」は、温泉井戸のメンテナンス工事
も終わり、昨年12月26日から温泉に切り替えて従来ど
おりの営業をしています。

天王スカイタワーから
元旦、初日の出を望む

今年で９回目となる「初日の出を望む」イベントが、
元日の午前６時30分から、天王グリーンランドスカイタ
ワー３階展望室で行われ、市民ら約60人が参加しました。
当日は、あいにくの雪模様で初日の出は望めませんで

したが、参加者は東の空に向かって新年を健康で迎えら
れたことを喜び合い、今年の抱負などを誓い合いました。

潟上市国際交流協会
「ハッピー・ニューイヤー

パーティ」を開催
１月19日、潟上市国際交流協会（会長　加藤裕一）で
は、県内の外国人や協会員約50人が参加し、「ハッピー・
ニューイヤーパーティ」を開催しました。
潟上市のＡＬＴのセスさんとモーリーンさんは、クイ

ズやアメリカの新年のイベントなどを紹介し会場を盛り
上げました。交流タイムでは、秋田県レクリエーション
協会の吉田幸雄さんを講師に迎え、参加者全員で歌を歌
いながらゲームをして楽しみました。
昼食パーティーでは、中国籍の参加者らが、お正月料

理で長いものは幸せを呼ぶという春雨料理や餃子、ジャ
ガイモのおもちなど手作り料理を差し入れ、事務局が用
意した豚汁や寿司、仕出しと食べきれないほどの料理が
並びました。また、中国での片手で数を数える方法や英
語や中国語
の歌の披露
など、国際
色豊かに交
流と理解を
深めました。

出戸幼稚園「あったかえほん展Ⅵ」
104冊の手作り絵本を公開

出戸幼稚園（園
長　佐藤こう子）
では、今年で６回
目となる親子手作
りの絵本展を１月
17日から19日ま
での３日間、園内
遊戯室に展示し、
一般市民に公開し
ました。
絵本は、３歳か

ら５歳の園児と保
護者が４月から力を合わせてつくった104冊。遊びに行
った思い出や子どもたちの成長記録、幼稚園の生活を絵
本やお話で表現したものなど、さまざまな個性あふれる
絵本ができあがりました。
出戸幼稚園の先生は「保護者のみなさんは、子どもと
一緒に作った絵本ができあがると『とても充実感や達成
感がある』と喜んでくれます」と話してくれました。
最終日の19日は、開場時間前から親子らが詰めかけ、

一冊一冊を手に取り熱心に読んでいました。

▲市長を囲んで新年を喜び合いました

▲

▲吉田さんの指導でゲームを楽しむみなさん

神
馬
さ
ん
と
市
長
に
よ
る
鏡
開
き
で
新

年
が
ス
タ
ー
ト

▲ほのぼのしたあったかい絵本がいっぱい
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伊藤房子
ふ さ こ

さん（天王）が
総務大臣表彰を受賞
昨年７月の参議院議員通常選

挙で、有権者に対する啓発活動
に貢献したとして、このほど、
伊藤房子さん（天王字江川）に
総務大臣表彰が贈られました。
伊藤さんは、昭和61年に旧天
王町明るい選挙推進員に就任
し、現在は潟上市明るい選挙推
進協議会会長を務め、「明るく
正しい選挙」の啓発に尽力され
ています。

全国少年新春書道展
潟上市から7人が特選を受賞
第54回全国少年新春書道展授賞式（主催　明治神宮書

道会）が、１月５日、明治神宮会館で行われ、潟上市から
たくさんの個人や団体が入賞を果たしました。
潟上市関係の上位入賞者・団体は次のとおりです。（敬
称略）

新
春
天
王
囲
碁
大
会

天
王
囲
碁
同
好
会
（
会
長
　
柏
崎
憲
）
主
催
に
よ
る

新
春
囲
碁
大
会
が
、
１
月
13
日
、
天
王
公
民
館
を
会
場

に
行
わ
れ
、
32
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

●
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

〈
Ａ
組
〉

優
　
勝
　
中
澤
　
　
浤
（
北
　
野
）

準
優
勝
　
小
松
　
一
夫
（
男
鹿
市
）

第
３
位
　
加
藤
　
二
郎
（
追
　
分
）

〈
Ｂ
組
〉

優
　
勝
　
杉
　
　
喜
吉
（
長
　
沼
）

準
優
勝
　
渡
辺
　
勝
悦
（
北
　
野
）

第
３
位
　
明
石
　
　
充
（
上
江
川
）

〈
Ｃ
組
〉

優
　
勝
　
野
水
　
勝
一
（
持
谷
地
）

準
優
勝
　
秋
山
　
準
一
（
コ
ア
ツ
コ
）

第
３
位
　
戸
島
　
　
武
（
五
城
目
町
）

第
6
回
飯
田
川
地
区
将
棋
大
会

飯
田
川
将
棋
同
好
会
（
会
長
　
門
間
味
津
三
）
主
催

に
よ
る
「
第
６
回
飯
田
川
地
区
将
棋
大
会
」
が
、
１
月

13
日
、
飯
田
川
下
虻
川
分
館
で
開
催
さ
れ
、
17
人
が
参

加
し
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

●
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

〈
子
ど
も
の
部
〉

優
　
勝
　
中
山
　
七
海
（
土
手
二
）

〈
大
人
の
部
（
Ａ
級
）〉

優
　
勝
　
伊
藤
　
金
明
（
羽
立
二
）

準
優
勝
　
鎌
田
新
一
郎
（
中
町
一
）

第
３
位
　
二
田
　
春
男
（
飯
塚
下
）

〈
大
人
の
部
（
Ｂ
級
）〉

優
　
勝
　
千
種
美
代
治
（
飯
塚
上
）

準
優
勝
　
佐
藤
　
峰
志
（
矢
　
坂
）

第
３
位
　
川
上
　
廣
治
（
土
手
二
）

第54回文化財防火デー
観音堂で防火訓練
文化財防火デー（１月
26日）に先立ち、１月
25日、飯田川飯塚の国指
定重要文化財「神明社観
音堂」で防火訓練が行わ
れました。
訓練には、消防関係者、
施設管理者、ポンプ管理業者などが参加。消火施設の再点
検、再確認をしました。
「文化財防火デー」は、昭和24年１月26日、法隆寺金

堂壁画が焼損したことにちなんでこの日に定められまし
た。貴重な文化財は、みんなの手で後世に伝えていきまし
ょう。

▲伊藤房子さん

授
賞
式
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん

（
明
治
神
宮
会
館
前
で
）

▲

■半切部門・小学生の部

【特選】

澤木　誠弥（大久保小５年）

菅原　　幸（大久保小６年）

鎌田　　有（大久保小５年）

最上　真帆（大久保小６年）

松田あすか（飯田川小６年）

■半切部門・中学生の部

【特選】

千田真悠子（羽城中１年）

舘岡　麻友（羽城中２年）

■団体賞・団体別

白峰書院（昭和大久保）

■団体奨励賞

たておか書院（昭和大久保）
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第3回ジュニアスポーツ大会
ドッジボールで交流深める

＜高学年の部＞

優　勝　飯田川ファイターズ

準優勝　天王ヴィクトリーズＡ

第３位　天王ラグバス

東湖ブルーブレイヴス

＜中学年の部＞

優　勝　追分野球スポーツ少年団４

準優勝　天小ウインズJr.２

第３位　大久保レッドドラゴンズＢ

敢闘賞　天小ウインズJr.１

体操競技選手権大会
瀬下あさひさん（東湖小3年）が

個人総合優勝果たす
●第21回秋田県ジュニア体操競技選手権大会

（平成19年10月14日／県立体育館）
女子Ａクラス
個人総合　第１位
個人種目別　跳　　　馬　第３位

段違い平行棒 第３位
平　均　台　第１位
ゆ　　　か　第１位

●第21回東北ジュニア体操競技選手権大会
（平成19年11月18日／山形県総合運動公園体育館）

女子Ａクラス
個人総合　第１位
個人種目別　跳　　　馬　第３位

段違い平行棒 第２位
平　均　台　第５位
ゆ　　　か　第１位

夢
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
！ 

　
　
　
　
小 

林
　 

遼 

く
ん 

（
天
王
小
６
年
）

り
ょ
う

プ
ロ
野
球
12
球
団
が
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
日
本
一

を
目
指
す
「
Ｎ
Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
０
７
」
が
、
昨
年
12
月
26
日
か
ら
28
日

ま
で
札
幌
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
天
王
小
学
校
６
年
の
小
林
遼

く
ん
が
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
の
18
人
に
東
北
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

１
月
16
日
、
大
会
結
果
の
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
た
小

林
く
ん
に
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

○
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
は
ど

う
で
し
た
か
。

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
ジ

ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
、
昨
年
優
勝
し
て
い
た

の
で
２
連
覇
を
狙
い
ま
し
た
。
予
選
リ
ー

グ
は
１
勝
１
敗
で
得
失
点
差
で
勝
ち
上
が

り
、
準
決
勝
で
優
勝
し
た
オ
リ
ッ
ク
ス
・

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
敗

れ
、
チ
ー
ム
は
３
位
で
し
た
。

○
試
合
の
内
容
は
ど
う
で
し
た
か
。

予
選
リ
ー
グ
、
準
決
勝
の
３
試
合
に
は

５
番
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
全
試
合
に

フ
ル
出
場
し
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
で
は
、

タ
イ
ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
を
放
ち
勝
利
に

貢
献
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
試
合
で
は
、

当
た
り
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
正
面
だ

っ
た
り
好
プ
レ
ー
に
阻
ま
れ
、
ヒ
ッ
ト
を

打
つ
こ
と
が
で
き
な
く
て
残
念
で
し
た
。

○
出
場
が
決
ま
っ
て
、
練
習
や
気
を
つ
け

た
こ
と
は
何
で
す
か
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
練
習
と
毎
朝
・
夕
、
欠
か
さ
ず
素

振
り
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
大
会
に
備
え

ま
し
た
。

○
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
て

ど
う
で
し
た
か
。

試
合
で
は
、
大
き
な
声
を
出
し
て
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
と
し
て
は
、
ボ
ー
ル
を
後
ろ
に
そ
ら
さ

な
い
よ
う
に
体
を
張
っ
て
プ
レ
ー
す
る
こ

と
に
気
を
使
い
ま
し
た
。
全
国
に
た
く
さ

ん
の
友
達
が
で
き
て
、
緊
張
せ
ず
に
と
て

も
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

○
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

中
学
に
進
ん
で
も
野
球
を
続
け
、
キ
ャ

ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
全
県
大
会
や
全
国
大
会

に
出
場
し
て
活
躍
し
た
い
で
す
。

小
林
く
ん
は
、
右
投
げ
左
打
ち
、
身
長

１
６
２
セ
ン
チ
、
体
重
60
キ
ロ
。
ま
だ
、

発
展
途
上
の
12
歳
で
す
。
全
国
の
選
抜
チ

ー
ム
と
野
球
を
や
っ
て
、
と
て
も
自
信
が

つ
い
た
そ
う
で
す
。

将
来
の
夢
は
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
金

本
選
手
の
よ
う
な
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
、
打
て

る
、
息
の
長
い
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ

と
」
と
い
う
小
林
く
ん
で
し
た
。

大会の結果をお知らせします（敬称略）

（
C
）
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ジ
ュ
ニ
ア
２
０
０
７

▼

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が

小
林
く
ん

▼

力
強
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

フ
ォ
ー
ム
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２月の市長の動き ２月の市長の動き ２月の市長の動き 

12月分 市長交際費 

 

※日程が変更になる場合があります。 

 

ようこそ市長室へ ようこそ市長室へ 

2月21日（木） 10時～12時 天王地区 
 13時～15時 昭和地区・飯田川地区 
●お申込み・お問い合わせは… 
　　　　　潟上市市長公室（1878－9802） 

 今月の市長面会日「ようこそ市長室へ」と「市
長の動き」の日程、「市長交際費」をお知らせ
します。 

　市では、市長が市民のみなさまと直接お会いし、広くご
意見・ご提言をいただき市民参加のまちづくりを進めて
いくことを目的に「市長面会日～ようこそ市長室へ」を開
設しています。 
　面会を希望する方は、2月13日（水）15時まで、お
名前・連絡先・面会内容をお申し出ください。 

　市長交際費は、行政の円滑な執行を図るため、市長等が市を
代表してまたは市の利益を図るために、外部との交際上必要
とされる経費です。 
　市長交際費支出状況の概要をお知らせします。 

 項　目 　　　　  内　　訳  　　　　 　件　数　　金　額 
 弔　慰 香典等 0 0円 
 見　舞 災害事故等のお見舞い ０ 0円 
 御　祝 （各種行事等の御祝い） １５  85,511円 
 
 
 
 
 

 

 

 接　遇   ０ 0円 
 合　計   １５ 85,511円 

１日：潟上市青少年健全育
成大会、２日：天王児玉老
人クラブ知事表彰受賞祝賀会、
21日：昭和飯田川商工会・
天王商工会合併契約書調印
式祝賀会、22日：潟上市消
防団昭和支団第５分団器具
庫完成祝賀会　ほか 

市政に関する意見交換会など 

※弔慰（市功労者、現職市議等への香典、生花） 

●お問い合わせは… 
　潟上市市長公室（1878－9802） 

  秋田県市町村農林業振興対策協議会理事会 
 １日（金） 潟上市男女共同参画推進審議会 
  北都銀行飯塚支店「北都会」 
  潟上市バレーボール協会 
 ３日（日） 　　「第３回６人制バレーボール大会」 
  飯田川地区合同年祝い会 
 ６日（水） 潟上市自殺予防推進連絡会（仮称）設立総会  
 ７日（木） 秋田県国保連合会理事会 

 ９日（土）
 昭和地区自治会学習会   

  消防団天王支団新年会 
  潟上市バスケットボール協会 
 10日（日） 　　「第３回バスケットボール大会」 
  湖岸地区老人クラブ交流会 
  潟上市凧の会「第３回凧あげ大会」 
 11日（月） 潟上市ソフトテニス協会 
  　　「第３回ソフトテニスインドア大会」 
 13日（水） 誘致済企業中央ブロック懇談会 

 14日（木）
 秋田県市町村総合事務組合議会定例会 

  同組合創立50周年記念祝賀会 
 
15日（金）

 天王南中学校「南風会」 
  湖東地区行政一部事務組合首長協議会 
 16日（土） ふるさと天王会  
 17日（日） 建築労働組合天王支部総会   
 19日（火） 秋田銀行天王支店「あきぎん会」    
 20日（水） 潟上市国体実行委員会総会   
 
21日（木）

 市長面会日 
  飯田川ことぶき大学園修了式 
 22日（金） 秋田県市町村共済組合長期給付部会 

 24日（日）
 こころの健康づくり市民集会 

  飯田川岩崎町内会総会 
 27日（水） （財）秋田県市町村職員互助会理事会並びに評議員会  

飯
田
川
駐
在
所

新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た

昨
年
９
月
か
ら
建
て
替
え
工
事
を
行
っ
て
い

た
飯
田
川
駐
在
所
が
完
成
し
、
１
月
11
日
か
ら

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
工
事
期
間
中
、
何

か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
決
意
を

新
た
に
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
と
安

全
の
た
め
邁
進
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
飯
田
川
駐
在
所
の
所
在
地
・
電
話
番

号
は
従
前
と
同
様
で
す
。

飯
田
川
駐
在
所

所
在
地
　
飯
田
川
和
田
妹
川
字
松
ノ
木
18
―
8

（
1
８
７
７
―
２
６
０
３
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
新
築
住
宅

に
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
に

は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
県
内
で
も
、
火
災
に
よ
る
焼
死
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
は
、
火
災
の
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。
早
め
に
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
、
〝
万

が
一
〞
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

男
鹿
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（
1
０
１
８
５
―
２
３
―
３
１
３
９
）

湖
東
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（
1
８
７
４
―
２
４
２
０
）
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どもたち 

潟上市の子育てに関する情報
を紹介するコーナーです

潟上市の子育てに関する情報
を紹介するコーナーです

若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
さ
れ
た
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
親
子
で
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
を
し
た
り
、
親
同
士
の
交

流
の
場
と
し
て
「
親
子
遊
び
の
ひ

ろ
ば
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
子
育

て
に
関
す
る
相
談
も
受
け
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援
・

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

市
内
で
活
動
し
て
い
る
育
児
サ

ー
ク
ル
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
絵

本
や
遊
具
な
ど
の
貸
し
出
し
を
し

た
り
、
必
要
に
応
じ
て
育
児
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～天王地区保育園開放～

らっこちゃん広場
内　容 お友だちと遊びましょう
と　き ２月６日（水）10時～11時
ところ 追 分 保 育 園（1873－5159）

二 田 保 育 園（1878－3100）
湖 岸 保 育 園（1878－2230）
追分乳児保育園（1873－2023）

～出戸幼稚園開放～

こっこちゃん広場
内　容 ワクワク！お話がはじまるよ
と　き ２月６日（水）10時～11時30分
ところ 出 戸 幼 稚 園（1878－4420）

園開放のお知らせ
幼稚園や保育園にまだ入っていないお子さんを対
象に、市の幼稚園・保育園を開放します。
絵本の読み聞かせや体操、遊具遊びなどを体験し
たり、自由に園内を散策したりします。また、保護
者同士の交流も楽しめます。
保護者の方は、お子さんと一緒にお気軽にお近く
の園に遊びに来てください。事前の申込みは必要あ
りません。詳しいことは各園にお問い合わせくださ
い。

　若竹幼児教育センターの５歳児が、地域のお茶の先生たちからおじぎの仕方
やお茶の作法を教わりました。 
　子どもたちは口の周りを抹茶色にしながら「にがいー」「おいしい」とにぎ
やかにお茶を飲み干していました。 

◎と　き 月曜日～金曜日　９時30分から14時30分まで開放し
ています

◎ところ 若竹幼児教育センター
◎持ち物 おやつ、飲み物、おしぼり、着替え、オムツ、汚れ物

を入れるビニール袋、必要な方は昼食
※雪遊びには、防寒具・帽子・手袋・長靴などを準備してくださ
い。また、おやつのごみは各自持ち帰るようお願いします。

と　　　き 内　　　容

２月７日（木）10時～
親子で雪遊びを楽しみましょう！
（ゆきだるまづくりやそり遊びなど）

２月21日（木）10時～
ひなまつり間近！『おひなさま』
を作りましょう
（材料はセンターで準備します）

※車でお越しの方は、飯田川ふれあいスポーツ会館前の駐車場をご
利用ください。
◎お問い合わせは…若竹幼児教育センター（1877－4050）

今月のあそび

２月「親子遊びのひろば」
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健 康 課 からお知らせ
●お問い合わせは…
潟 上 市 健 康 課 （1855－5115）
天 王 保 健 セ ン タ ー （1878－6570）
飯田川保健福祉センター （1855－5180）

※母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。
アンケートはしっかり記入しましょう。

乳幼児健診日程表 
 

受付：12時30分～13時  

●４カ月児健診  平成19年９月生 
 ２月６日（水） 飯田川保健福祉センター 
●７カ月児健診  平成19年６月生 
 ２月12日（火） 飯田川保健福祉センター 
●10カ月児健診  平成19年３月生 
 ２月５日（火） 飯田川保健福祉センター 
●１歳半児健診  平成18年７月生 
 ２月21日（木） 天王保健センター 
●２歳半児歯科健診 平成17年７月生 
 ２月20日（水） 昭和公民館（連絡は健康課まで） 
●３歳半児健診  平成16年７月生 
 ２月26日（火） 天王保健センター 

市で昨年12月に３歳半児健診を受けた18人中、むし歯の
なかった子どもは13人でした。
むし歯のないきれいな歯をいつまでも大切にしましょう。

保健福祉センター
開放日・育児相談日

保健福祉センターを子どもの遊び場と保護者同士
の交流の場として開放しています。
自由に遊ぶことができますので、ご利用ください。
また、★印のついている日は、保育士・栄養士・
保健師が育児相談に応じています。

開放時間は10時～12時です 
　　と　き　　　　　　　と　こ　ろ 
 ２月７日（木） 　天王保健センター 
 ２月８日（金） 　飯田川保健福祉センター 
 ２月15日（金） ★飯田川保健福祉センター 
 ２月19日（火） 　天王保健センター 
 ２月22日（金） 　飯田川保健福祉センター 
 ２月28日（木） ★天王保健センター 

伊　勢　彩　乃さん
加　藤　美　玖さん
小日山　捺　紀さん
小　松　さくらさん
桜　庭　凜太朗さん
佐　藤　真　央さん
千　葉　夢　翔さん

塚　本　優　斗さん
奈　良　太　生さん
藤　原　桃　花さん
松　田　綾　萌さん
安　田　　　匠さん
山　中　慎太郎さん

潟上市天王地区育英

会では、平成20年度の

奨学金貸与生を募集し

ます。

対象となる方は、潟

上市天王地区に２年以

上在住し、高等学校、高等専門学校、専修学校、各

種学校、短期大学、大学およびこれに準ずる学校に

進学が決まった方、もしくは在学生です。

いずれも成績優秀、品行方正で学費の支払いが経

済的理由により困難と認められる方、そして必ず一

定の期間内に返還のできる方に限られます。

（審査会あり。申込人数が定員を大幅に上回った場合

は貸与できないこともあります）

申込期間　２月25日（月）～３月21日（金）必着
募集要項は、２月18日（月）より潟上市天王地区

育英会事務局（飯田川庁舎）および天王総合窓口セ

ンター、追分出張所で配布します。

区　分　　　　　 貸与月額 定　員
高　等　学　校 13,000円以内

10人程度
国　立　高　専 15,000円以内
専修・各種学校 30,000円以内
短　期　大　学 30,000円以内 15人程度
大　　　　　学 30,000円以内

貸与期間　進学する学校の最短修業年限（例：高校
なら３年、大学は４年）。休学期間は貸与
停止とし、留年期間の貸与延長はしない。

返還期間　貸与終了後１年据え置き、次年度から貸
与期間の２倍の期間内で返還。ただし、
貸与期間が４年以上の場合は８年とする。

返還方法　無利子。毎年度送付する郵便振替用紙に
より振込。毎月定額の返還か、年１回も
しくは２回の一時金返還を選択できる。

●お問い合わせは…潟上市天王地区育英会事務局
（潟上市教育委員会総務学事課内1877－7803）



18

潟上市教育委員会生涯学習課
（1877－7805 5877－3800）

中
央
地
区
社
会
教
育
委
員
研
修
会

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
推
進
に
向
け

情
報
交
換

秋
田
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会(

会
長
　
大
井
光
弘
）

の
中
央
地
区
社
会
教
育
委
員
研
修
会
が
、
飯
田
川
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
秋
田
市
、
男
鹿
市
、

大
潟
村
、
八
郎
潟
町
、
五
城
目
町
、
井
川
町
そ
し
て
本
市
の

社
会
教
育
委
員
と
事
務
担
当
者
の
約
四
十
人
。

開
会
行
事
で
は
、
県
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
主
催
市
の

社
会
教
育
委
員
長
で
あ
る
伊
藤
金
政
氏
が
、
中
央
地
区
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
小
林
洋

教
育
長
が
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

研
修
会
に
入
り
、
飯
田
川
地
区
在
住
で
「
あ
き
た
県
民
カ

レ
ッ
ジ
」
の
副
学
長
を
務
め
る
加
藤
順
三
氏
が
、「
地
域
づ

く
り
と
生
涯
学
習
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
、
日
ご
ろ
各
市

町
村
で
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
推
進
に
携
わ
っ
て
い
る
社

会
教
育
委
員
の
み
な
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。続

く
施
設
見
学
で
は
、
飯
田
川
地
区
に
あ
る
小
玉
醸
造
株

式
会
社
に
会
場
を
移
し
、
味
噌
や
醤
油
、
日
本
酒
の
製
造
工

程
を
見
学
し
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
の
識
見
を
高
め
な
が

ら
委
員
相
互
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

新
春
の
一
月
二
日
、
昭
和
公
民
館
で
、
潟

上
市
書
き
初
め
大
会
が
行
わ
れ
、
半
紙
の
部

に
百
十
四
人
、
条
幅
の
部
に
六
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、
昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た

書
道
展
で
、「
金
賞
」
を
受
賞
し
た
方
が
参

加
す
る
と
あ
っ
て
、
み
な
さ
ん
は
手
際
よ
く

準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
幼
児
や
小
学
校

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
か
ら
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
貰
う
姿
も

あ
り
、
そ
れ
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
映
り
ま
す
。

半
紙
と
条
幅
に
分
け
て
参
加
者
が
競
い
合

い
、
半
紙
の
部
は
用
紙
五
枚
に
二
十
分
で
課

題
を
書
き
ま
す
。
条
幅
は
二
十
五
分
、
二
枚

の
用
紙
に
自
由
な
字
を
書
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
一
番
良
い
と
思
う
作
品
を
提
出
し
、
五

人
の
市
内
書
道
家
の
方
々
が
審
査
し
た
結

果
、
優
秀
賞
の
十
人
と
特
賞
の
三
十
人
に
は

賞
状
と
メ
ダ
ル
が
、
そ
し
て
も
う
少
し
…
と

い
う
方
十
四
人
に
は
推
薦
の
賞
状
と
盾
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
審
査
を
行
な
っ
て
い
る
時
間
を
利
用

し
、
普
段
使
う
こ
と
の
な
い
直
径
十
五
セ
ン

チ
も
あ
る
筆
に
た
っ
ぷ
り
と
墨
を
つ
け
て
、

参
加
者
が
そ
の
筆
で
書
き
初
め
を
行
な
う
イ

ベ
ン
ト
も
行
な
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
み
な

さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

▼

加
藤
氏
の
講
演

▼

施
設
見
学
の
よ
う
す
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生 涯 学 習 課 ２月 
※今月の公民館の休館日　11日（月）

昭和公民館（1855－5130）

●湖南大学　15日（金）９時～
●ほうかご元気塾
〔水よう元気塾〕会場：レイクプラザ昭和
６日・13日・20日・27日（各水曜日）15時～
〔木よう元気塾〕会場：豊川地区館
７日・14日・21日・28日（各木曜日）15時～

●土よう日元気塾
９日・23日（各土曜日）10時～12時

飯田川公民館（1877－6744）

●ことぶき大学園
〔普通科〕講話・修了式　21日（木）９時30分～
〔軽スポーツ科〕７日・28日（各木曜日）

10時～　ふれあいスポーツ会館
〔書道科〕12日・26日（各火曜日）10時～
●英会話教室
〔初級〕７日（木）18時30分～
〔中級〕21日（木）18時30分～
●絵手紙（閉講式）19日（火）10時～
●少年少女発明クラブ
９日（土）13時30分～　若竹児童センター

天王公民館（1878－4111）

●お茶の間サロン
１日・８日・15日・22日・29日（各金曜日）９時～
●潟上市民講座 27日（水）詳細は右記のとおり
●はまなす女性学級　20日（水）10時～
●松寿大学　28日（木）10時～
●子育て母親教室　13日（水）９時30分～
●テーブルマナー教室（和食）
22日（金）詳細は右記のとおり

追分地区児童館（1873－4889）

●オニのお面をつくろう
１日（金）15時30分～16時30分
●折り紙教室「おひなさま」
15日（金）15時30分～16時30分
●なわとびピック　８日（金）～29日（金）
前跳び何回跳べるかチャレンジしよう！
※詳細は追分地区児童館まで

【※上記は行事の紹介で、募集のための掲載ではあり
ません】

第３回潟上市凧あげ大会
参加者募集！

潟上市凧の会（会長　菅原誠一）では、
「第３回潟上市凧あげ大会」を開催します。
参加する方は、大会当日、自作の凧を持って大会本部で受
付をしてください。
●と　き　２月11日（月・祝日）受付９時～
●ところ　大久保小学校南側田んぼ（案内表示があります）
●対象者　大人の部・子どもの部
●お問い合わせは…昭和公民館（1855－5130）

登山愛好者の会
「潟上市登山の会（仮称）」を発足します

登山愛好者でつくる「潟上市登山の会（仮称）」を発足する
にあたり、次のとおり設立総会を開催します。趣味で登山を
している方、登山に興味のある方、
ぜひご参加ください。
●と　き　２月16日（土）15時～
●ところ　昭和公民館和室
●お問い合わせは…瀬下翁悦

（1090－1497－4943）

潟上市民講座を開催

今回は、秋田魁新報（2007年９月）にも掲載された、秋田
にこだわって秋田のお米をインターネットで販売する会社を
立ち上げた女性社長です。そのこだわりと地域の可能性をお
話ししていただきます。どなたでも自由に参加いただけます
ので、会場へお越しください。

●と　き　２月27日（水）19時～
●ところ　昭和公民館
●講　師　（株）こめたび代表取締役社長　鈴木絵美　氏

テーマ　～都市とのつながりによる秋田再発見～
●お問い合わせは…天王公民館（1878－4111）

昭和公民館（1855－5130）

リクエスト
テーブルマナー教室（和食）

～おいしい料理を食べながら楽しく和食のマナーをマスターしよう～
洋食のテーブルマナーには注意しても、和食は慣れている
からとおろそかになりがちです。
毎日食べている和食ですが、この機会に和食のマナーにつ
いて再確認してみましょう。

●と　　き　２月22日（金）10時45分天王公民館出発
11時30分～13時30分　14時天王公民館着

●と こ ろ　サンルーラル大潟「菜の花Ａ」
●参 加 費　3,000円
●定　　員　30人
●申込期限　２月20日（水）
●お申込み・お問い合わせは…天王公民館（1878－4111）



20

●●●市役所からのお知らせ●●●

　献血は、手術や事故などで輸血の必要な患者さん
へ届けられる大切なものです。 
　潟上市でも献血車が巡回していますので、お近く
にきた際にはご協力をお願いします。 

献血車巡回日程 
 ９時30分～12時00分 ポリテクセンター秋田 
13時15分～14時15分 北光電子㈱ 
14時25分～15時35分 東北石材ブロック㈱ 
15時45分～16時30分 県総合教育センター・ 
              県自治研修所 

２月６日（水） 

献血 献血 にご協力ください にご協力ください にご協力ください 

こころの健康相談日 
●と　き　2月18日（月）13時～16時 
●ところ　潟上市役所昭和庁舎健康課（1855－5115） 
　　　　　天王保健センター（1878－6570） 
　　　　　飯田川保健福祉センター（1855－5180） 
●お問い合わせは… 
　　　　　天王保健センター（1878－6570） 

こころの健康相談日 こころの健康相談日 こころの健康相談日 
 

　市では、毎月１回、「こころの健康相談日」を開
催します。「こんなことで相談できない」と思わずに、
誰かに話を聞いてもらうだけで、解決策が見えてく
ることがあります。ひとりで悩まず、相談機関をご利
用ください。 

ひとりで悩まず相談してください 

平成18年、秋田県は12年連続で自殺率全国１位を記録しました。その後、各種取り組みによって、その数は減
少していますが、今後も継続的な対策が重要になります。
現在、市では「こころの健康相談日」を設け、さまざまな相談を受けるなど、自殺予防を呼びかけています。
その取り組みのひとつとして、「こころの健康づくり市民集会」を開催し、自殺予防のために一人ひとりができ
ることについて、みなさんと一緒に考えます。

と　き ２月24日（日）13時～15時30分

ところ 天王総合体育館（入場無料）

内　容 ○基 調 講 演「つながる喜び・生きる力」
講師：佐々木久長氏（秋田大学医学部准教授）
○お楽しみタイム「ダースコちんどん隊」による演奏
○シンポジウム「こころの扉を開いてみませんか？」

江野　　栄氏（弁護士）
「多重債務は100％解決できる！」

袴田　俊英氏（心といのちを考える会会長）
「心といのちを考える」

安田　静男氏（出戸新町自治会長）
「地域での実践活動をかえりみて」

●お申込み・お問い合わせは… 潟上市健康課（1855－5115）／天王保健センター（1878－6570）
飯田川保健福祉センター（1855－5180）

自殺予防についてみんなで考えよう！ 

「こころの健康づくり市民集会」 
を開催します 

「こころの健康づくり市民集会」 
を開催します 

「こころの健康づくり市民集会」 
を開催します 

発着点 天王ことぶき荘 ⇔ 塩口ことぶき荘 ⇔ 羽立ことぶき荘 ⇔ 天王総合体育館 
 行き 12:00発 → 12:10発 → 12:15発 → 12:30着 
 帰り 16:15着 ← 16:05発 ← 16:00発 ← 15:50発 

発着点 飯田川公民館 ⇔ 昭和公民館 ⇔ 天王総合体育館  
 行き 12:00発 → 12:15発 → 12:30着  
 帰り 16:20着 ← 16:10発 ← 15:50発 

発着点 ナイス追分店 ⇔ 出戸幼稚園 ⇔ 天王総合体育館 
 行き 12:00発 → 12:15発 → 12:30着  
 帰り 16:20着 ← 16:05発 ← 15:50発 

●託児・シャトルバスあり（無料） 
利用希望の方は、託児・シャトルバスともに事前の 
申込みが必要です。 
 

シャトルバス運行表 
（運行時間等は変更になる場合があります） 

１
号
車 

２
号
車 

３
号
車 
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麻しん（はしか）が 
流行しています！ 

予防接種を受けましょう 

麻しん（はしか）が 
流行しています！ 

予防接種を受けましょう 

麻しん（はしか）が 
流行しています！ 

予防接種を受けましょう 
　麻しんは、はしかウィルスの
空気感染で起こる病気です。感
染力が強く、大人でも重症化す
ることがあります。 
　麻しんは特別な治療方法が
なく、予防接種によって免疫力
を高めて予防することが重要
です。定期予防接種の対象（１
歳児・年長児）で、まだ受けてい
ないお子さんは、早めに予防接
種を受けましょう。 
　その他の方は、任意接種とし
て接種可能ですので、最寄りの医療機関にご相談くだ
さい。 

●お問い合わせは… 
　潟上市健康課（1855－5115） 
　天王保健センター（1878－6570） 
　飯田川保健福祉センター（1855－5180） 

秋田社会保険事務所による 

「ねんきん特別便」 
出張相談所を開設します 

秋田社会保険事務所による 

「ねんきん特別便」 
出張相談所を開設します 

秋田社会保険事務所による 

「ねんきん特別便」 
出張相談所を開設します 
　秋田社会保険事務所では、「ね
んきん特別便」が届いた方を対
象とした、出張相談窓口を次の
とおり開設します。 
　「ねんきん特別便」でお知らせした年金記録の訂正
や内容の相談にお応えします。 

 

 

 

※年金加入記録照会票と年金証書をご持参ください。 

「ねんきん特別便」に関するお問い合わせは 
「ねんきん特別便」専用ダイヤル 
０５７０－０５８－５５５ 

月～金曜日：９時～20時 
 
●お問い合わせは… 
　秋田社会保険事務所（1863－2399） 
　潟上市市民課（1877－7801） 

　　　　　　と　き  　  ところ 
 ２月 ５日（火） ９時30分～16時 潟上市役所昭和庁舎 
 ２月26日（火） ９時30分～16時 天王商工会 

家族そろってセットで加入し“安心の和”を広げましょう 
「交通災害・不慮の災害共済」のお知らせ 
 

「交通災害・不慮の災害共済」のお知らせ 
 
　秋田県市町村交通災害共済・不慮の災害共済制
度は、県内24市町村（秋田市を除く）の住民が、
お互いの助け合いによって、災害にあった方々を
救済しようとするものです。 
　２月１日から、秋田銀行・北都銀行の本支店す
べての窓口で加入申込みができるようになりました。
あらかじめ必要事項を加入申込書に記載し、掛金
を添えてお申込みください。 

●早期申込期間　２月１日（金）～３月31日（月） 
（４月１日以降の申し込みの場合は、加入期間が申し
込み日の翌日から平成21年３月31日までとなります） 
 
●申込場所 
潟上市役所…天王庁舎、昭和庁舎の総合窓口センター 
　　　　　　飯田川庁舎 生活環境課、追分出張所 
秋田銀行、北都銀行の本支店 

●お問い合わせは…潟上市生活環境課（1877－7802） 

■交通災害共済  
　加入者が、道路上で自動車や自
転車などに乗っていて、衝突・転
倒した事故、また、歩行中にこれ
らの乗り物にひかれたなどの交
通災害にあったとき、入院治療期間および通院治療
期間につき共済金を支給します。 
掛金　年額 400円（今年４月に小学校に入学する児童は無料） 

■不慮の災害共済  
　加入者が、道路上でないため交
通事故にはならなかった自動車
等による事故やスポーツ中の事故、
地震や火災などの不慮の災害に
あったとき、入院治療期間につき共済金を支給します。
通院治療期間は対象になりません。 

掛金　年額 600円 

●●●市役所からのお知らせ●●●
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潟
上
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

主
　
催
　
潟
上
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

と
　
き
　
３
月
２
日
（
日
）
開
会
式
９
時
〜

と
こ
ろ
　
天
王
総
合
体
育
館

種
　
目
　
ダ
ブ
ル
ス

（
男
子
の
部
・
女
子
の
部
各
１
・
２
・
３
部)

※
男
女
ペ
ア
は
男
子
の
部
へ
出
場

参
加
料
　
市
内
在
住
者
　
１
人
１，
０
０
０
円

（
保
険
代
含
む
）

市
外
の
者

１
人
１，
５
０
０
円

（
保
険
代
含
む
）

※
参
加
料
は
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
期
限
　
２
月
22
日
（
金
）

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

渋
谷（
1
０
９
０
―
４
５
５
４
―
６
３
０
２
）

菅
生（
1
０
９
０
―
４
６
３
２
―
５
７
４
４
）

「
南
秋
つ
く
し
苑
」
利
用
者
を
募
集

４
月
１
日
に
開
所
す
る
、
障
害
者
支
援
施

設
「
南
秋
つ
く
し
苑
大
潟
分
場
」
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
実

施
し
、
就
労
や
生
産
活
動
の
機
会
を
提
供
す

る
た
め
の
事
業
を
目
指
し
ま
す
。

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

障
害
者
支
援
施
設
「
南
秋
つ
く
し
苑
」

（
1
８
７
５
―
２
１
１
５
）

無
料
法
律
相
談
を
開
催

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
金
銭
や
家
族

関
係
な
ど
の
心
配
ご
と
に
関
す
る
無
料
法
律

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
14
日
（
木
）
13
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
天
王
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
潟
上
市
在
住
の
方

定
　
員
　
４
人
（
先
着
順
）
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

担
当
者
　
秋
田
弁
護
士
会
所
属

弁
護
士
　
石
田
英
憲
先
生

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
社
会
福
祉
協
議
会

天
王
セ
ン
タ
ー
（
1
８
７
８
―
６
５
３
８
）

昭
和
セ
ン
タ
ー
（
1
８
７
７
―
５
０
１
７
）

飯
田
川
セ
ン
タ
ー
（
1
８
７
７
―
２
６
２
７
）

「
第
22
回
秋
田
県
教
育
研
究

発
表
会
（
一
般
公
開
）」
開
催

主
　
催
　
秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

と
　
き
　
２
月
13
日（
水
）

開
会
式
９
時
50
分
〜

と
こ
ろ
　
秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
天
王
字
追
分
西
）

内
　
容
　
10
時
30
分
〜
記
念
講
演

「
だ
れ
が
学
力
を
獲
得
す
る
の
か
」

（
講
師：

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学

院
教
授
耳
塚
寛
明
氏)

13
時
10
分
〜
◇
分
野
別
研
究
発
表

（
各
学
校
、
研
究
機
関
か
ら
の
研
究

発
表
）
◇
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
紹
介

※
申
込
は
不
要
で
す
。
当
日
直
接
、
会
場
受

付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
科
研
修
班

（
1
８
７
３
―
７
２
０
３
）

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
求
職
者
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
の
内

容
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
に
必
要
な
ス
キ
ル

に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
本
講
座
は
、
就
職
を
直
接
保
証
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
　
象
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
就
職
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
で
、
１
コ
ー
ス
８

日
間
の
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

と
　
き
　
２
月
12
日
（
火
）
〜
21
日
（
木
）

土
・
日
曜
日
を
除
く

９
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
休
憩
１
時
間
）

と
こ
ろ
　
八
郎
潟
ハ
イ
ツ

定
　
員
　
15
人
（
受
講
料

無
料
）

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

秋
田
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

（
1
８
９
６
―
７
０
９
１
）

h
ttp
://w
w
w
.akita-ko

yo
u
.jp
/

潟上市教育委員会
「臨時保育士」募集求人

●職　　種 保育士
●応募資格 保育士資格を有する方
●募集人数 若干名
●勤務場所 市内保育園
●勤務内容 幼児の保育
●勤務時間 ７時30分～19時（１日７時間変則勤務）
●任用期間 平成20年３月１日～
●賃　　金 時間給750円
●保　　険 社会保険
●申込期限 ２月15日（金）
※総務学事課に履歴書（写真貼付）を持参または送付してください。
●お申込み・お問い合わせは…
〒018-1595 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70
潟上市教育委員会総務学事課（1877－7803）

未成年者の喫煙を防止する取り組みの一環として、秋
田県内のたばこ自動販売機は、今年５月までに「成人識
別たばこ自動販売機」に変わります。
この自販機でたばこを購入する際には、成人にのみ発
行される専用のＩＣカード「taspo（タスポ）」が必要に
なります。
県内では、２月からカードの申込受付を開始し、５月
から使用できるようになります。発行手数料、年会費は
無料です。申込書は、たばこ販売店などで入手できます。

　男鹿たばこ販売協同組合では、次のとおり「taspo（タ
スポ）」発行のイベントを行います。この日は、申込み
に必要な顔写真の撮影や書類のコピーを無料で行い
ますので、身分証明書（運転免許証、健康保険証など）
をお持ちになり、会場へお越しください。 
●と　き　２月４日（月）10時～15時 
●ところ　天王公民館 
●お問い合わせは… 
　男鹿たばこ販売協同組合（10185－24－2907） 

自動販売機での
たばこ購入には
専用のICカードが
必要になります
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（飯田川地区）
◆12.12 小林　柳子さん

（旭　町・55歳）
◆12.17 門間チヨノさん

（寺ノ下・93歳）
◆12.27 嶋田くに子さん

（新道下・82歳）

（昭和地区）
◆12.7 平野　　修さん

（宮の前・44歳）
◆12.7 関谷ハルヱさん

（昭寿苑・86歳）
◆12.8 大木　庸哉さん

（山　田・77歳）
◆12.8 段下兼五郎さん

（岡井戸・77歳）
◆12.11 加藤キヨノさん

（槻　木・77歳）
◆12.12 小林　文雄さん

（元　木・72歳）
◆12.15 畠山キクノさん

（天神下・97歳）
◆12.15 原　瀧雄さん

（野村中・68歳）
◆12.20 原喜八郎さん

（野村上・86歳）
◆12.20 鈴木　春夫さん

（荒長根・76歳）

◆12.23 大木庄之助さん
（山　田・80歳）

（天王地区）
◆12.1 八代健一郎さん

（上北野・79歳）
◆12.4 櫻庭　武治さん

（二　田・89歳）
◆12.8 三浦ヤヱ子さん

（追分西・85歳）
◆12.8 北林　　るさん

（細谷長根・77歳）
◆12.10 櫻庭　スヱさん

（塩　口・99歳）
◆12.11 浅野ツマ子さん

（二　田・80歳）
◆12.16 三浦オヱナさん

（上沖中谷地・99歳）
◆12.21 小幡仁智郎さん

（持谷地・77歳）
◆12.22 三浦　順治さん

（追　分・69歳）
◆12.23 澤石　勝男さん

（江川上谷地・65歳）
◆12.27 丸谷　ミサさん

（塩　口・83歳）
◆12.27 小松　貞雄さん

（追　分・85歳）

「出生」「死亡」は住民基本台帳
平成19年12月１日～12月31日届出分を掲載

平成19年12月31日現在（ ）内は前月比

人　口　男　　17,117人（＋03）
女　　18,688人（－04）
合計　35,805人（－01）

世帯数　12,735世帯

2月 市民カレンダー 市民カレンダー 
1 
2 
 
3 

4 
5 
6 
7 
8 
 
9 
 
 

10 
 
 

11 
 

12 
13 
14 
15 
16 
 

17
 

18 
19 
20 
21 
22 
23 

24
 
 

25 
26 
27 
28 
29

金 
土 
 

日
 
月 
火 
水 
木 
金 
 

土 
 
 

日 
 
 

月
 

 
火 
水 
木 
金 
土 
 

日 

月 
火 
水 
木 
金 
土 

日 
 

月 
火 
水 
木 
金 

  
 
潟上市6人制バレーボール大会 
（開会式9時～天王総合体育館） 
 
 
 
 
 
潟上市フットサル大会 
（小・中学校の部：介護予防センター） 
天王地区『健康・運動習慣づくり教室』 
（９時～天王総合体育館） 
潟上市バスケットボール大会 
（天王総合体育館） 
潟上市フットサル大会 
（一般の部：介護予防センター） 
建国記念の日 
潟上市凧あげ大会 
ソフトテニス潟上インドア大会 
（天王総合体育館） 
 
 
 
 
 
潟上市家庭バレーボール大会 
（開会式９時～天王総合体育館） 
 
 
 
 
 
 
こころの健康づくり市民集会 
（13時～天王総合体育館） 

（飯田川地区）
＊三　浦　奏　音

な 　 お

くん （悠　輝さん・香　織さん） 神明上

（昭和地区）
＊桑　原　由　宇

ゆ 　 う

ちゃん （圭　司さん・奈緒子さん） アミダ堂

＊小　野　叶　夢
か な む

くん （ 学　さん・純　子さん） 大清水

＊田　仲　　　柊
しゅう

くん （英　樹さん・律　子さん） 大郷守

＊奈　良　　　塁
りつ

くん （ 大　さん・　佳　さん） 竜　毛

＊中　山　煌　己
こ う き

くん （智　広さん・若　子さん） 大郷守

＊岸　田　絢　羽
あ や は

ちゃん （陽　平さん・陽　子さん） 小　泉

＊近　藤　冬　也
と う や

くん （雅　也さん・麻　美さん） 宮の前

（天王地区）
＊菅　原　彩　乃

あ や の

ちゃん （直　樹さん・幸　子さん） 棒沼台

＊山　平　遥　琉
は 　 る

くん （康　祐さん・恵　子さん） 追分西

＊平　川　孔　明
こ う め い

くん （帯　刀さん・　梢　さん） ハラヘ

＊目　黒　智　也
と も や

くん （智　生さん・由紀子さん） 中羽立

＊秋　本　大　耀
た い よ う

くん （元　輝さん・玲　美さん） 上北野

＊桜　庭　大　樹
だ い き

くん （一　功さん・恵美子さん） 上江川

＊安　田　眞　雪
ま ゆ き

ちゃん （源一郎さん・妙　子さん） 羽　立

＊山　下　健　翔
け ん と

くん （健　一さん・彩　子さん） 持長根

＊佐々木　道　和
と う わ

くん （大　樹さん・しのぶさん） 棒沼台

＊柏　増　凪　沙
な ぎ さ

ちゃん （義　寿さん・しおりさん） 上の台

＊杉　本　琉　空
り ゅ う く

くん （ 豊　さん・はづきさん） 北　野

＊三　浦　愛　華
あ い か

ちゃん （ 豊 さん・美　香さん） 上沖中谷地

＊三　浦　唯　愛
ゆ 　 あ

ちゃん （真　吾さん・美　樹さん） 追分西

＊古　谷　　　凛
りん

くん （ 淳　さん・希　美さん） 北　野
＊得　橋　桃　音

も も ね

ちゃん （雅　義さん・りつ子さん） 追　分

＊鈴　木　愛　可
あ い か

ちゃん （勝　典さん・安希子さん） 上江川

おくやみ申しあげます

お誕生おめでとう

税の申告相談
期間２月６日（水）～３月17日（月）

詳しい日程などは、4～6ページに掲載




